
Ｑ. ビル工事で使用された巨大クレーンは、 

どうやって屋上から降ろすのでしょうか？ 
 

◆◆◆ 

 

Ａ.大手ゼネコンの竹中工務店と、クレーンメーカー

の IHI 運搬機械に聞きました。資材をつり上げるため

に使うタワークレーンは、ビルができ上がるにつれ、

油圧で上へ上へ伸びます。クレーンの基礎の部分も完

成した床に乗り、だんだん上がっていきます。完成す

るとまず、ひと回り小さいクレーン（小クレーン）を

分解した状態で地上からつり上げ、屋上で組み立てま

す。最初のクレーン（親クレーン）を分解し、子クレ

ーンで地上に降ろします。次に子クレーンよりひと回

り小さいクレーン（孫クレーン）を同じようにして上

げ、子クレーンを降ろします。孫クレーンはエレベー

ターで降ろします。30 階建て程度の場合、分解して降

ろすだけで２週間程度かかるそうです。 

Ｑ.お医者さんは毎日、風邪の患者の診察を 

しているのに、しょっちゅううつされないのですか？ 
 

◆◆◆ 

 

Ａ.大阪府医師会に聞きました。始終風邪患者に接して

いる割にはひかないように見えますが、もしそうなら

抵抗力（免疫）ができているのかもしれません。しか

し、現実には医者も一般の人と同じ程度に風邪はひい

ています。 

 中には、予防に神経を遣い、マス

クをしたり、うがいを欠かさなかっ

たりしている医者もいますが、多く

の医者は「医者の不養生」というの

か、大した予防対策をとっていませ

ん。風邪をひいても休まないのが現

状です。 

Ｑ.落語家が高座の途中で羽織を脱ぐのはなぜで

すか？脱ぐタイミングは決まっていますか？ 

 

◆◆◆ 

 

Ａ.数十年前までは、脱いだ羽織を舞台のそでに投げ

る習慣がありました。次の出演者の準備が整うと、そ

の合図として裏方が羽織を片付けました。この時代は、

１日で幾つもの寄席を掛け持ちし、持ち時間もあいま

いで、出演者の到着が遅れがちでした。その間、前の

人が高座を引き延ばす必要があったのです。 

 現在は、脱ぐとそばに置いておきます。そのタイミ

ングは決まっておらず、脱がないこともあります。ネ

タによっても異なり、例えば、てんびん棒を担いだ商

人に羽織は似合いません。舞台を降りる際、羽織を持

ち帰る人と、裏方に下げてもらう人がいますが、それ

ぞれの美意識などに基づいているようです。 

Ｑ.なぜ米ドルは「＄」と 

書くのですか？ 
 

◆◆◆ 

 

Ａ .いろいろな説がありますが、ローマの金貨

「Solidus」の頭文字「Ｓ」に飾りや区別を意味する縦

線を入れた、という説と、アメリカ大陸に最初に入っ

たスペイン人が「Piastre」「Peso」の通貨を使い、そ

の「Ｐ」と「Ｓ」を組み合わせ、「Ｐ」が縦線に変わっ

ていった――という説が有力です。 

 西暦 300 年代の金貨が、なぜドルの記

号になるのか、結び付きにくいのに対し、

「Ｐ・Ｓ」説は当時の会計簿に載ってお

り、これを本命とする人が多いようです。 
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